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東北に届け！
〜東日本大震災を忘れない！〜

• ◦ • ◦ •　学園祭やオープンキャンパスに参加した人からのメッセージ　• ◦ • ◦ •

被災地のためにできること。
岡山からでも、ひとりでも、できること。

大震災を、そして人と人との「つながり」を忘れないこと。



また
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特集：「つながり」川崎学園祭

　学園祭開催に合わせて、オープンキャンパスが
開催されました。学内見学・病院見学や入試対策
講座、進学相談、学科別相談コーナーなどに多く
の高校生が来場しました。また、会場では、看護科、
臨床検査科、放射線技術科、介護福祉科、医療保
育科の5学科が各ブースに分かれ、学科紹介を行
いました。各ブースでは、教員の協力のもと、学生
が今まで学んだことを生かし、高校生に学科の特
色を説明し、医療・福祉・教育分野への進学の夢
をもつ高校生と、専門職を目指す在学生との夢が
つながりました。

　野外特設ステージでは、ステージイベントが開
催されました。天候にも恵まれ、多くの来場者が
足を運びました。軽音楽部や手話部、アカペラ部
のライブでは、出演者と観客が一体になって盛り
上がりました。イントロクイズや早飲み競争、アー
ムレスリング対決では、学生同士の熱い競い合い
や、学生と職員が火花を散らす展開もあり、歓声
があがりました。ビンゴ大会では、景品が当たっ
て喜ぶ人も、ビンゴカードの数字がなかなか揃わ
ないまま終わる人も、終始楽しそうな笑顔でつな
がりました。

　今回の学園祭で、手話部は模擬店でフロートジュースを
販売しました。部員で話し合い、準備は全員で分担し、各自
の担当する物品を手配し、持ち寄りました。当日は多くの
来場者にお越しいただきました。途中、部員は別会場やス
テージで手話コンサートを行いましたが、その時には３年
次生の先輩が模擬店のお手伝いをしてくださいました。
　手話部の仲間や先輩たちと協力したことによって、模擬
店も手話コンサートも、無事に成功しました。学園祭を通
して部の仲間とのつながり、来場者とのつながりを深く感
じました。　 　　  （手話部部長 看護科2年 広末 佳奈）

▲仲間とのつながり

▲友達も今日はお客様！

▲小さなお客様

▲臨床検査科のブース▲病院見学

▲学科紹介▲進学相談

来場者と「つながり」ました！

イベントで　−野外特設ステージ−

仲間・来場者と　−手話部の模擬店を通して感じたつながり−

高校生と　−オープンキャンパス−

▲早飲み競争▲ステージ前の観客

▲イントロクイズで白熱▲ライブではステージと観客が一体に



また
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　3月11日に起こった東日本大震災を受け、私たち学友会も「何かしたい」と
思い、3月15日から募金活動を始めました。皆さんのご協力のおかげで、7月
15日の時点で、434,676円の義援金が集まりました。
　大震災から半年以上が経ちましたが、警察庁の発表によると、いまだに行方
不明者数は3,847人（10月14日現在）です。また、仮設住宅で生活をしている
方も多くいらっしゃいます。ニュース番組で大震災のことを見る度に、なかな
か復興が進まないことから長期の支援が必要だということを切実に感じます。
　学友会では、学園祭でも募金活動を行い、現在も校内にあるタカシマヤに
募金箱を設置しています。大震災後で一番防ぎたいことは、記憶が風化して
いくことです。今後も募金活動を行っていきますので、ご協力よろしくお願い
します。

　学園祭前に、学年･学科の枠を超えて交流し、一致団結しようと広島県福山
市鞆の浦にある仙酔島に1泊2日で研修旅行に行きました。仙酔島は、瀬戸内
海の中心にあり、取り囲む海は満干差が最大4メートルにもなるエネルギーに
満ちた場所です。１日目は、みんなで江戸風呂に入りました。江戸風呂とは、
服を着たまま蒸し風呂に入り、その後、高濃塩度の温泉に入って母親の胎内
にいるかのような体験をし、最後に温泉のすぐ近くにある海に入って泳ぐと
いう変わった入浴法で、体の疲れを取ることができました。夜は、みんなで
瀬戸内の幸を食べ、海ホタルの観賞をして交流を深めました。２日目は、遊
覧船に乗って仙酔島や映画「崖の上のポニョ」の舞台となった鞆の浦の街並
みを海の上から見たり、島の中を散策したりし、自然に触れて心を癒しまし
た。普段あまり話さなかった人とも交流することができ、学園祭に向けて親
睦を深めることができました。

　日ごろお世話になっている近隣
の方に感謝の気持ちを表し、地域
とのつながりを深めることを目的
に、学園祭前の10月1日に本学周
辺の清掃活動を行いました。朝８
時30分には、学友会役員をはじめ、
学生、教職員が91人も集まり、落
ち葉やごみを集めました。おかげ
さまで、綺麗になった会場で学園
祭当日を迎えることができました。

▲皆さん熱心に清掃してくださいました

学友会も「つながり」ました！
学園祭実行委員長：医療保育科2年　塩出 晴果

学園祭に向けて

▲「つながり」の大切さを実感しました

▲仙酔島へ船で行きました

地域と

震災で感じた「つながり」の大切さ

▲義援金を山陽新聞社へ届けました

▲JR中庄駅前で募金活動…まだまだ寒い頃でした

▲学友会の清掃メンバー



「
介
護
福
祉
科
」
か
ら
「
医
療
介
護
福
祉
科
」
へ
名
称
変
更

「
十
一
月
十
一
日
は
介
護
の
日
」
“
介
護
フ
ェ
ア
ー
”
に
参
加
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介護福祉科名称変更／介護の日

　

平
成
十
三
年
四
月
、高
度
な
専
門
知
識
と
優

れ
た
技
術
を
併
せ
持
つ
介
護
専
門
職
の
育
成

を
目
標
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
介
護
福
祉
科

は
、多
く
の
方
の
ご
支
援
に
よ
り
今
年
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
区
切
り
の
年
に
、「
社

会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」等
の
一
部
改

正
が
な
さ
れ
、
次
年
度
以
降
、
介
護
福
祉
士
の

業
務
に
痰た
ん

の
吸
引
等
、一
部
の
医
療
ケ
ア
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
法
改
正

を
う
け
て
、今
後
は
医
療
と
介
護
の
連
携
や
分

担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。そ
こ
で
、
介
護
福
祉
科
は
新
た
に「
医

療
介
護
福
祉
科
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
、

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
部
改
正
し
、
要

介
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
へ
と
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

要
介
護
高
齢
者
の
増
加
は
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。現
在
約

四
百
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
介
護
が
必
要

な
人
々
は
、今
後
、団
塊
の
世
代
の
人
々
が

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
十
年

後
に
は
想
像
以
上
の
数
と
な
る
に
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。ま
た
、そ
れ
ら
の
方
々
を
ケ

ア
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
現
在
の
倍
の
人
的

資
源
が
必
要
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。介

護
は
人
間
で
し
か
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
在
宅
で
の
寝
た
き
り
状
態
の
方
、

A
L
S
（
筋
委
縮
側
索
硬
化
症
）の
よ
う
に
現

代
の
最
先
端
の
医
療
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
、

原
因
や
治
療
方
法
が
確
立
で
き
な
い
難
病
の

方
等
も
、
二
十
四
時
間
の
家
族
の
介
護
努
力
は

想
像
に
難
く
な
い
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
方
や
そ
の
家
族
へ
の
生
活

支
援
の
担
い
手
を
養
成
し
つ
つ
、
日
常
生
活
の

健
康
維
持
に
必
要
な
援
助
が
で
き
る
医
療
の

知
識
を
も
つ
介
護
福
祉
士
養
成
に
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　

介
護
の
日
を
記
念
す
る“
介
護
フ
ェ
ア
ー
”

が
、
十
一
月
五
日（
土
）に（
社
）岡
山
県
介
護
福

祉
士
会
と
日
本
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会

岡
山
支
部
の
協
賛
の
も
と
岡
山
衛
生
会
館
三
木

記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
本
学
は
参
加
し
、学
生
と
卒
業
生
、教

員
、総
勢
四
十
五
名
で
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
前
半
は
、
介
護
福
祉
士
を
養
成

す
る
専
門
学
校
や
短
大
、
大
学
な
ど
県
下
八

校
の
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。各

校
で
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

創
作
劇
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
お
囃は
や

子し

演
奏
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。本
学
は
、
手
話
歌
で「
ト
イ
レ

の
神
様
」
と「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、
少
し
で
も
笑
顔
を
取
り
戻
す
力

を
届
け
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
坂
本
九

さ
ん
の
名
曲「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」を
、
参
加

し
た
養
成
校
合
同
で
合
唱
し
な
が
ら
手
話
表

現
を
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
鎌
田
實
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。鎌
田
氏
は
、
被
災
地
で
見
聞

し
た
こ
と
を
克
明
に
伝
え
て
く
だ
さ
る
と
と
も

に
、「
人
間
に
は
味
方
と
な
る
人
が
一
人
で
も

い
れ
ば
必
ず
行
動
変
容
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

る
」と
優
し
く
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
養
成
校
の
学
生
は
国
の
宝
、岡
山
県
の

宝
で
あ
り
、
何
よ
り
も
こ
の
場
で
学
生
と
地
域

の
方
々
が
出
逢
い
、
ふ
れ
合
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
な
意
味
を
な
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
介
護
相
談
、

学
校
紹
介
、
介
護
関
連
企
業
な
ど
の
展
示
ブ
ー

ス
も
あ
り
、
興
味
を
示
し
な
が
ら
見
入
っ
て
い

る
シ
ー
ン
が
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
る
と
と
も
に
、
各
関
係
者
の
介
護
へ
の
想
い

が
集
大
成
し
た
実
り
あ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

▲表情よく手話歌を披露

▲参加者全員で手にCW（Care Worker）

▲名称変更の案内チラシ
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表彰／第３回公開講座

　

海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会
他
主
催
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
横
浜

国
際
セ
ン
タ
ー
他
後
援
の「
第
八
回
海
外
日
系
文
芸
祭

（
み
な
と
み
ら
い
文
芸
祭
）」
に
お
い
て
、
三
名
が
入
選
し

ま
し
た
。

　

こ
の
文
芸
祭
に

は
、
短
歌
の
部
と
俳

句
の
部
が
あ
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

の
十
四
カ
国（
応
募

総
数
一
八
五
五
作

品
）
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
い
ま
す
。受
賞

者
と
受
賞
作
品
は

以
下
の
通
り
で
す
。

  

❖ 

君
が
い
な
い
　
こ
ん
な
春
は
寂
し
く
て

  

　 

舞
い
散
る
桜
が
　
涙
の
よ
う
で

（
看
護
科
二
年　

中
村 

英
珠
）

  

❖ 

最
初
は
ね
　
行
き
た
く
な
か
っ
た
あ
の
場
所
も

  

　 

み
ん
な
と
出
会
え
た
　
大
切
な
場
所

（
医
療
保
育
科
二
年　

滝
澤 
惠
）

  

❖ 

春
に
は
ね
　
出
会
い
と
別
れ
が
あ
る
ん
だ
よ

  

　 

春
が
来
る
っ
て
　
幸
せ
な
こ
と

（
医
療
保
育
科
二
年　

濱
田 

夏
実
） 

　

読
売
新
聞
大
阪
本
社
主
催
の「
第
八
回
編
集
手
帳
見

出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」に
お
い
て
、
佳
作
を
五
名
が
受
賞
、

学
校
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
読
売
新
聞
の
朝
刊
一
面
の
コ

ラ
ム
で
あ
る「
編
集
手
帳
」
に
見
出
し
を
付
け
る
も
の

で
す
。五
万
一
四
八
二
点（
一
万
一
七
一
一
人
）
の
応
募

の
中
か
ら
優
秀
賞
五
名
と
佳
作
七
十
七
点
が
選
ば
れ

た
も
の
で
す
。学
校
賞
に
つ
い
て
は
、
大
学
、
短
大
、
高

校
、
中
学
、
専
門
学
校
の
八
三
校
か
ら
一
〇
校
が
選
ば

れ
ま
し
た
。本
学
は
、
第
六
位
の
ポ
イ
ン
ト
で
学
校
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
二
十
三

年
度
前
期「
日
本
語
」の
講
義
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

佳
作
受
賞
者
は
、
看
護
科
一
年
江
原
あ
ゆ
美
さ
ん
、

木
場
美
里
さ

ん
、
矢
内
琴

海
さ
ん
、
放

射
線
技
術
科

一
年
竹
内
圭

純
さ
ん
、
介

護
福
祉
科
一

年
大
崎
莉
穗

さ
ん
の
五
名

で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

十
月
八
日（
土
）、第
三
回
公
開
講
座
を「
ダ
イ
エッ
ト
と
心
の
健
康
」と
い
う
テ
ー
マ
で

開
催
し
ま
し
た
。「
安
易
な
ダ
イ
エッ
ト
は
危
険
で
あ
る
こ
と
、
心
の
病
気
に
な
ら
な
い

た
め
上
手
に
ダ
イ
エッ
ト
し
ま
し
ょ
う
」を
ね
ら
い
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
の
講
座
で
は
、
食
行
動
の
意
味
・
し
く

み
、
ダ
イ
エッ
ト
に
よ
り
脳
に
必
要
な
栄
養
が

不
足
し
、
そ
の
結
果
、
心
の
病
気
に
な
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
太
り
に
陥
り
や
す

い
の
は
な
ぜ
か
な
ど
の
話
を
し
ま
し
た
。後
半

の
講
座
で
は
、ダ
イ
エッ
ト
の
流
行
す
る
背
景
や

実
態
、摂
食
障
害
の
こ
と
を
中
心
に
話
を
し
ま

し
た
。そ
し
て
、
行
き
過
ぎ
た
ダ
イ
エッ
ト
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
ダ
イ
エッ
ト
す
る
時
の
身
体
や

心
の
変
化
を
知
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
食

行
動
に
置
き
換
え
な
い
た
め
の
健
康
的
な
生

活
の
あ
り
方
に
つい
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

心
の
健
康
に
つ
い
て
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
や「
こ
こ
ろ
の

お
手
入
れ
は
じ
め
て
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」を
紹
介
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

心
の
健
康
状
態
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
も
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
講
座
を
機
会

に
、
今
ま
で
の
自
分
自
身
の
食
行
動
を
見
直

し
、心
の
健
康
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。講
演
後
に
は
、ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ス

ト
レ
ッ
チ
を
参
加
者
全
員
で
行
い
終
了
し
ま

し
た
。

第
八
回

編
集
手
帳
見
出
し
コ
ン
テ
ス
ト

第
八
回 

海
外
日
系
文
芸
祭

　
　（
み
な
と
み
ら
い
文
芸
祭
）

佳
作
（
五
名
）
な
ら
び
に
学
校
賞
受
賞

短
歌
の
部
に
三
名
が
入
選

▲左から中村さん、滝澤さん、濱田さん

▲ダイエットをするときに ▲ダイエットと心の健康

平
成
二
十
三
年
度
　
第
三
回
公
開
講
座

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
心
の
健
康

看
護
科 

准
教
授
　
曽
谷 

貴
子

看
護
科 

講
師
　
　
日
下 

知
子

テ
ー
マ

▲上段 左から矢内さん、竹内さん
　下段 左から木場さん、大崎さん、江原さん



　

六
月
十
四
日（
火
）に
挙
行
さ
れ
た
実

習
開
始
式
は
、
医
療
保
育
科
二
年
次
生

が
学
外
で
の
実
習
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
学

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
実
習
に
臨

む
こ
と
を
、
参
列
し
た
教
職
員
や
後
輩

に
対
し
て
宣
誓
し
ま
す
。
今
回
の
式
で

は
、
今
城
吉
成
学
長
、
寺
田
喜
平
医
療

保
育
科
主
任
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
保
育
科
二
年
次

生
の
笹
岡
愛
さ
ん
、
瀧
口
真
由
さ
ん
が

学
生
代
表
と
し
て
、
翌
日
か
ら
始
ま
る

保
育
所
で
の
実
習
へ
の
意
気
込
み
を
宣

誓
し
、
最
後
に
全
員
で
学
歌
を
力
強
く

歌
い
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式

に
臨
む
学
生
の
表
情
か
ら
は
、
実
習
へ
の

意
欲
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
笹
岡
さ
ん
の
感
想
）

　

実
習
開
始
式
で
は
、
大
学
の
名
前
を

背
負
っ
て
い
る
こ
と
や
自
分
た
ち
が
実

習
を
さ
せ
て
も
ら
う
立
場
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、「
よ
し
や
る
ぞ
！
」
と
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
宣
誓
は
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
、
後
輩
の
皆
さ
ん
が
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
力
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
実
習
を
前
に
不
安
で
し

た
が
、
実
習
開
始
式
で
実
習
へ
の
意
欲

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
瀧
口
さ
ん
の
感
想
）

　

宣
誓
の
練
習
を
し
て
い
る
と
き
は
、

と
て
も
緊
張
し
声
も
出
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
実
習
開
始
式
本
番
が
始

ま
る
と
、
宣
誓
の
場
面
で
は
緊
張
が
な

く
な
り
、
笹
岡
さ
ん
と
一
緒
に
思
い
を
込

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
前

に
立
っ
て
宣
誓
を
し
た
こ
と
で
、二
年
次

生
全
体
の
意
気
込
み
の
強
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
歌
も
全
員
で

し
っ
か
り
と
歌
え
、
実
習
を
始
め
る
上
で

良
い
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
た
実
習
開
始
式

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
四
日（
土
）に
、
第
三
十
四
回
授
章
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。村
中

明
学
科
主
任
が
、「
ワ
ッ
ペ
ン
は
、一
年
半
に
わ
た
る
基
礎
学
習
を
終
了
し
、臨

床
実
習
の
許
可
と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
に
恥
じ
な
い

よ
う
強
い
決
意
で
臨
み
、励
ん
で
ほ
し
い
」と
述
べ
ら
れ
、二
年
次
生
六
十
二
名

一
人
ひ
と
り
に
期
待
と
応
援
の
思
い
を
込
め
ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
激
励
の
言
葉
」と
し
て
、第
二
十
八
期（
平
成
十
九
年
）卒
業
生
で

国
立
病
院
機
構
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
勤
務
の
本
山
英
介
さ
ん
か
ら
、自
分
の
体

験
を
も
と
に
実
習
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に
、
授
章
生

を
代
表
し
て
土
居
貴
一
さ
ん
が「
決
意
表
明
」を
行
い
、式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
坂
か
ら
見
上
げ
る
木
の
葉
も
鮮
や
か
に
色
づ
き
は
じ
め
、さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
月
二
十
九
日（
土
）、看
護
科
百
十
八
名
の
戴
帽
・
授
章

式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。今
城
吉
成
学
長
か
ら
は
、
実
習
要
項
を
十
分
に
読

み
、
自
分
の
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
実
習
に
臨
む
よ
う
に
、
山
谷
冨
美
枝
看

護
協
会
長
か
ら
は
、看
護
に
必
要
な
知
識
・
技
術
・
心
を
身
に
つ
け
、気
づ
く
心

が
人
間
性
を
養
う
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、
卒
業
生
の
石
原
香
里

さ
ん（
第
三
十
期
生
）か
ら
、
臨
地
実
習
体
験
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
が
目
標
を

持
っ
て「
わ
か
る
」
と
い
う
小
さ
な
喜
び
を
積
み
重
ね
な
が
ら
自
信
を
つ
け
て

き
た
こ
と
、友
達
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て
欲
し
い
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、臨
地
実
習
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲神聖な灯を胸に

　

臨
床
検
査
科
二
年
次
生（
第
三
十
八
期
生
）
六
十
名
を
対
象
と
し
た
ワ
ッ
ペ

ン
授
与
式
が
、九
月
二
十
六
日（
月
）、今
城
吉
成
学
長
、同
窓
会
臨
床
検
査
科
支

部
長
の
舟
田
和
幸
氏
に
ご
隣
席
い
た
だ
き
、厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
通
山
薫
学
科
主
任
に
よ
っ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
左
肩
に

ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与
さ
れ
、代
表
学
生
の
堤
克
英
さ
ん
に
よ
っ
て
授
与
式
誓
詞
が

力
強
く
読
み
上
げ
ら
け
れ
ま
し
た
。激
励
の
言
葉
と
し
て
、
通
山
学
科
主
任
よ

り
ワ
ッ
ペ
ン
の
意
味
や
、
臨
床
実
習
現
場
で
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
今
城

学
長
よ
り
検
査
技
師
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
や
医
療
陣
と
し
て
の
心
構
え
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、舟
田
氏
よ
り
臨
床
検
査
科
の
今
昔
と
こ
れ
か
ら
必
要
と
な

る
ビ
ジ
ョ
ン
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲左肩にワッペンを授与され、決意新たに胸をはる学生たち

医
療
保
育
科  

実
習
開
始
式

看
護
科  

戴
帽
・授
章
式

臨
床
検
査
科  

ワ
ッ
ペ
ン
授
与
式

放
射
線
技
術
科  

授
章
式

▲学歌斉唱

▲学生代表による宣誓
　（左：瀧口さん、右：笹岡さん）

▲真剣な眼差しの授章生たち

実習、頑張ります！

川崎医療短期大学 広報誌 NO.75 7

実習開始式／戴帽･授章式／ワッペン授与式　他
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私
は
、
介
護
福
祉
科
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

実
は
管
理
栄
養
士
で
す
。学
内
で
は
、
複
数
の
学

科
で「
臨
床
栄
養
学
」「
小
児
栄
養
」「
生
活
支
援
」

な
ど
の
講
義
や
実
習
を
担
当
し
、
栄
養
の
基
礎
知

識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
生
活
に
役
立
つ
身
近

な
話
題
な
ど
も
講
義
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、食
べ
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、何
で

も
食
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。で
も
、
こ
の

楽
し
み
が
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考

え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ん
の
身
近

な
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
、毎
日
の
食
事
、

何
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
高
齢
に
伴
う
機
能
低
下
や
病
気
に
よ
る
機

能
障
害
に
よ
り
、
噛
む
こ
と
や
飲
み
込
む
こ
と
が

上
手
く
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。こ

の
場
合
、
歯
茎
や
舌
で
つ
ぶ
せ
る
か
た
さ
の
食
事
、

そ
し
て
飲
み
込
み
や
す
さ
を
考
え
た
食
事
、
さ
ら

に
、
美
味
し
そ
う
に
見
え
る
料
理
が
必
要
に
な
り

ま
す
。こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
料
理
が
、「
介
護
食
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。私
は
、学
外
で
岡
山

県
栄
養
士
会
に
所
属
し
、
介
護
食
研
究
会
の
一
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
食
研
究
会
で
は
、高
齢
者
施
設
に
勤
務
す

る
管
理
栄
養
士
の
方
々
と
共
に
、
食
欲
が
進
む
介

護
食
、
簡
単
で
美
味
し
い
介
護
食
を
合
言
葉
に
、

こ
こ
川
崎
医
療
短
期
大
学
を
会
場
に
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、介
護
食
を
作
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
多
く
の
方
に
習
得
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、調
理
実
習
も
し
て
い
ま
す
。ど
ん
な
時
で

も
食
事
は
お
い
し
く
、
楽
し
み
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
な
が
ら
、
開
催
準
備
で
は
、
介
護
食
の
研

究
、参
加
者
が
簡
単
に
介
護
食
を
調
理
で
き
る
た

め
の
調
理
技
術
の
伝
達
方
法
な
ど
を
毎
月
一
回
、

研
究
会
ス
タ
ッ
フ
の
勉
強
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
前
回
の
研
修
会
の
様
子
で
す
。参
加
者

は
、
施
設
に
勤
務
す
る
管
理
栄
養
士
や
調
理
師
・

調
理
員
、
さ
ら
に
在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。皆
さ
ん
、
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。興

味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

教員の自己紹介／先輩から後輩へ

　

今
年
の
三
月
に
川
崎
医
療
短
期
大
学
放
射
線

技
術
科
を
卒
業
し
、四
月
か
ら
福
山
市
民
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。福
山
市
民
病
院
は
現
在

病
床
数
四
〇
〇
床
の
総
合
病
院
で
あ
り
、二
年

後
に
は
五
〇
〇
床
に
な
り
ま
す
。ま
た
、放
射
線

科
の
特
徴
と
し
て
は
三
二
〇
列
の
Ｃ
Ｔ
が
あ
り
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
冠
動
脈
検
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、数
ヶ
月
後
に
は
３
Ｔ（
テ
ス
ラ
）の

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
動
き
始
め
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
働
き
始
め
て
七
ヵ
月
で
す
が
、働
い

て
い
て
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
ず
、「
メ
モ
を
と
る
こ
と
」で
す
。先
輩

に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
し
っ
か
り
メ
モ
と
し
て

残
し
て
く
だ
さ
い
。次
に
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
は

素
直
に
先
輩
に
聞
く
こ
と
」で
す
。聞
く
こ
と
が

恥
ず
か
し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
質
問
を

し
て
行
動
に
移
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、検
査
を
行
う
と
イ
ン
シ
デ

ン
ト
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。そ
し

て
、「
勉
強
を
す
る
こ
と
」で
す
。

私
は
今
Ｃ
Ｔ
の
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
特
に
大
切
だ
と

思
う
こ
と
は
、学
生
時
代
に
学
ん

だ
解
剖
学
で
す
。基
本
的
な
解

剖
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
病
気
が

あ
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。ま
た

そ
の
病
気
が
何
か
に
よ
っ
て
検
査

方
法
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。病
院

実
習
で
は
患
者
さ
ん
の
入
退
室
の

介
助
だ
け
で
な
く
、実
習
を
上
手

く
利
用
し
て
読
影
力
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
が
特
に
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。川
崎
医
療
短
期
大
学
は
恵
ま
れ
た
こ
と

に
約
十
カ
月
の
実
習
期
間
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ

実
習
中
に
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

患
者
さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え

る
技
師
、医
者
が
求
め
て
い
る
情
報
を
提
供
で
き

る
技
師
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

先輩から後輩へ�

教員の自己紹介�

「学生時代に実践して
欲しいこと」

「食欲が進む、簡単で美味しい介護食を」

▲現在設置中の 3T（テスラ）の MRI 装置

▲熱心に取り組む参加者

▲研修会で調理した介護食と普通食

福山市民病院　放射線科　診療放射線技師
門田 侑子（放射線技術科第32期生）

介護福祉科　講師　河邉 聡子



　

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
第
十
二

期
上
海
訪
問
団
と
し
て
、
看
護
科
二
年
八
名
及

び
教
員
二
名
の
計
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
上

海
に
到
着
し
、
人
の
多
さ
、
近
代
的
な
街
並
み

に
驚
き
緊
張
し
て
い
た
私
た
ち
で
し
た
が
、
上

海
の
先
生
方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
、と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

訪
問
中
は
中
国
の
歴
史
や
言
葉
を
教
わ
り
、

夜
景
の
綺
麗
な
上
海
テ
レ
ビ
タ
ワ
ー
や
庭
園
が

美
し
い
豫よ

え
ん園
な
ど
観
光
地
に
も
連
れ
て
行
っ
て

い
た
だ
き
、
楽
し
く
中
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

上
海
健
康
職
業
技
術
学
院
で
は
学
校
内
を

見
学
し
ま
し
た
。
各
看
護
領
域
の
実
習
室
に
は

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
病
室
、
手
術
室
な
ど

た
く
さ
ん
の
設
備
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
知
識
と
技
術
が
身
に
付
き
、
す
ぐ
に
病
院

実
習
に
活
か
せ
る
と
思
い
ま
し
た
。
上
海
第
一

病
院
で
は
、
病
院
の
大
き
さ
、
外
国
人
専
用
の

病
棟
が
あ
る
こ
と
、
外
国
語
の
出
来
る
看
護
師

が
居
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な

い
緊
張
す
る
外
国
で
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
と

て
も
不
安
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
母
国
の
言

葉
が
分
か
る
看
護
師
さ
ん
が
看
て
く
れ
る
と
な

る
と
心
強
い
と
思
い
ま
し
た
。
病
棟
に
は
手
厚

い
看
護
と
確
か
な
技
術
を
提
供
す
る
と
い
う
意

味
の
言
葉
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

も
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
後
看
護
を
勉
強

し
て
い
く
上
で
、
実
践

力
の
あ
る
ナ
ー
ス
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
研
修
で
は

大
変
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

上
海
師
生
訪
問
団

　
　
　
看
護
科
二
年
　
高
木 

あ
ゆ
み
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上海師生訪問団/ハラスメント防止講演会

▲第一人民病院という大病院にて

▲上海健康職業技術学院内の「手術室」

▲�ネオンが綺麗な上海の町“南京路”

　

十
月
一
日（
土
）、
本
学
に
て
、
全
学
科
の
一
年

生
を
対
象
と
し
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。本
学
で
は
、
平
成
二
十
年
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
に
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
委
員
会
と
人
権
教
育
委
員
会
が
合
併
し
、
新

た
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
よ
う
な
講
演
会
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
委
員
会
と
学
生
相
談
室
と
の
共
催
で
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

講
師
は
昨
年
と
同
様
、
岡
山

大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
主

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
外
来
を
担

当
さ
れ
て
い
る
清
水
幸
登
氏

に
お
願
い
し
ま
し
た
。演
題
は

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス—

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
そ
の
周
辺
の
話
題—

」
で
し

た
。清
水
氏
は
、
精
神
科
医
、
臨

床
心
理
士
、
精
神
保
健
指
定
医

で
も
あ
り
、
多
く
の
学
生
か
ら

の
メ
ン
タ
ル
に
関
す
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。熱
の
入
っ
た

講
演
に
学
生
た
ち
は
非
常
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
は
硬
軟
織
り
込
ま
れ
て
お

り
、
具
体
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
例
か
ら
、
賠
償

問
題
、
刑
法
の
話
と
幅
広
い
内
容
で
し
た
。特
に
、

多
く
の
学
生
は
自
分
が
被
害
者
に
な
る
だ
け
で

は
な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
加
害
者
に
も
な
り
う

る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
講
演
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
環
境
に

つ
い
て
、
少
し
で
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
委
員
長　

山
根 

正
信
）

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
　
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
そ
の
周
辺
の
話
題
ー

岡
山
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
　
清
水 

幸
登
　
氏

▲�わかりやすい講演で学生も納得！

▲�熱心に聞いている学生たち

平
成
二
十
三
年
度
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講
演
会

テ
ー
マ



　学生生活が有意義なものになるようにサ
ポートしていきたいと思っています。一緒に頑
張っていきましょう。

新任教職員紹介

藤原 由泰　看護科　助教

本学の仲間になった教職員の方を紹介します。

【川崎医療短期大学の第一印象】
　川崎医療短期大学は、広くて立派な学校と感じました。緑に
囲まれたキャンパスはとても静かで落ち着きます。先生方や寮
の皆さんも親切で優しくしてくださり、とても心強いです。生
活面の整備は万全で、学習面もたくさん本がある図書館があっ
てとても便利と思っています。こんな素敵な環境で勉強し生活す
ることは非常に楽しいことだと思っています。これから一生懸命頑
張りたいと思っています。

【メッセージ】
　日本に来てもう１か月になりました。先生方、舎監さん、寮母さ
ん、そして寮の皆さんに温かく迎えていただきとても嬉しく思い、
安心しました。皆さんのおかげで日本の生活にだんだん慣れてき
ました。在日中、色々新たなことを体験し、色々異なる文化を勉強
し、滞在期間を利用して有意義に過ごしたいです。

【川崎医療短期大学の第一印象】
　川崎医療短期大学の環境は、自然が多く爽やかな感じです。先
生方も寮生達も本当に優しくて、色々なことを教えてくれて、本当
に感謝しています。こんな先進的な医療設備と技術がある学校で
勉強できて、とても光栄で嬉しいことと思っています。

【メッセージ】
　初めて生まれ故郷を離れました。最初は不安でしたが、今はそん
な気持ちはもうすっかり無くなってしまいました。皆さんのおかげ
で日本の生活は本当に楽しいです。食堂のご飯もおいしいです。こ
れから一生懸命頑張ります。

【出身】中華人民共和国 上海市
【経歴】上海市衛生学校 卒業
【趣味・特技など】朗読、ドラマ鑑賞、旅行

【出身】中華人民共和国 上海市
【経歴】上海市衛生学校 卒業
【趣味・特技など】旅行、朗読、漫画、アニメ
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新任教職員紹介/上海からニーハオ！！／補助金･助成金／川崎エコプロジェクト

　大分以前から地球環境を保全し、省エネを促進する行
動の標語として、上記の英文標語が口にされるようにな
りました。訳すと“地球規模で考え、足元から行動せよ”
という意味になります。
　それでは、「足元からの行動」とは、いったいどのよう
なものなのでしょうか。例を挙げてみましょう。
　「節電・省エネ・節水を心がける」
　「食べ物を大切にする」
　「公共の場所を汚さない」
　「ポイ捨てをしない」
　「リサイクルを心がける」
　誰でもできる簡単なことですね。もちろん、私どもの
身近な場所（地域、大学、家庭、寮など）でできることで
す。このようなささやかな行動が、世界や社会をよりよい
方向に変えるということになりますね。

平成23年度　補助金・助成金一覧
研究代表者 一般教養教授　名木田 恵理子 配分額（千円） 650

名　　称
科学研究費補助金　基盤研究（C）

『医療系英語授業への e ラーニングと協調学習の効果的
導入：デザインから実践・評価まで』

研究代表者 放射線技術科准教授　原内 一 配分額（千円） 1,560

名　　称
科学研究費補助金　基盤研究（C）

『側方散乱を用い被写体体型に依存せずに高診断能の低
価格乳房正面撮影装置開発』

研究代表者 一般教養講師　森本 寛訓 配分額（千円） 1,040

名　　称
科学研究費補助金　基盤研究（C）

『介護福祉士の職場定着を促進する要因に関する研究
　―ライフコースの観点から―』

研究代表者 医療保育科准教授　中原 朋生 配分額（千円） 780

名　　称
科学研究費補助金　若手研究（B）

『米国キャラクターエデュケーションにおける公民と道
徳の統合論による社会科授業開発』

研究代表者 医療保育科助教　中井 靖 配分額（千円） 650

名　　称
科学研究費補助金　若手研究（B）

『プロソディの音声解析を活用した基本的言語形成期に
おける自閉症超早期診断ツール開発』

◆陸 龍君
 （LU LONGJUN）

◆朱 慧
 （ZHU HUI）

上海からニーハオ！！



既刊の「若きいのち」は、本学ホームページでご覧いただけます。

　

今
号
の
特
集
記
事
で
、私
は「
東
北
に
届
け
～

東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い
～
」を
担
当
し
ま
し

た
。取
材
記
者
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、学
園
祭
で
初

め
て
出
会
う
方
々
に
企
画
の
趣
旨
を
説
明
し
、協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。多
く
の
方
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
く
こ
と
、広
報
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
を
快
く

了
承
し
て
く
だ
さ
り
、改
め
て
東
北
へ
の
思
い
の
強

さ
や
人
と
人
と
の「
つ
な
が
り
」の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、高
校
生
の
頃
に
阪
神・淡
路
大
震
災

を
被
災
地
で
経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、東
日
本
大

震
災
の
様
子
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
通
じ
て
知
る
中

で
、「
何
か
し
た
い
、何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。募
金
や
関
東
の
知

人
へ
の
物
資
配
送
を
し
ま
し
た
が
、「
こ
れ
で
終
わ

り
じ
ゃ
な
い
、忘
れ
た
ら
い
け
な
い
」と
今
で
も
反は
ん
す
う芻

し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
に
い
て
も
、ひ
と
り
で
も
、復
興
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
。そ
れ
は「
忘
れ
な
い
こ
と
」で
す
。今

号
を
通
じ
て
、皆
さ
ん
に
何
か
伝
わ
る
も
の
が
あ
れ

ば
大
変
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
医
療
保
育
科　

中
井 

靖
）

編
　
集
　
後
　
記

主 要 行 事 （1月〜3月）

Information

1月
	 4日	 仕事始め

	10日	 放射線技術科2年　臨床実習開始（〜２月１６日）

	21日	 医療保育科　保育実習成果発表会

2月

	  5日	 一般入試前期

	10日	 一般入試前期合格発表

	15日	 介護福祉科2年　卒業時共通試験

	22日	 介護福祉科2年　卒業研究発表会

	28日	 在学生健康診断（～29日）

3月
	15日	 卒業証書・学位記授与式

	17日	 一般入試後期

	21日	 一般入試後期合格発表

国　家　試　験　日　程

区　　　　　分 試　験　期　日 合　格　発　表

第101回　看護師国家試験 平成24年2月19日（日） 3月26日（月） 午後2時

第58回　臨床検査技師国家試験 平成24年2月22日（水） 3月30日（金） 午後2時

第64回　診療放射線技師国家試験 平成24年2月23日（木） 3月30日（金） 午後2時

平成２4年度ＡＯ入試・特別入試・推薦入試結果

ＡＯ入試　　　　　　　　    　試験日：8月27日（土）　合格発表：9月2日（金）

看護科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 20 15 20 55

出願者数 70 11 48 129

出願倍率 3.5 0.7 2.4 2.3

合格者数 24 11 28 63

特別入試 ※ 表中のカッコは社会人枠（内数）　　試験日：１０月１5日（土）　合格発表：１０月21日（金）
看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 30（３） 10（２） 7（２） 15（５） 10（１） 72（13）

志願者数 53（１） 28（１） 39（４） ３ 15 138（６）

志願倍率 1.8（0.3） 2.8（0.5） 5.6（2.0） 0.2 1.5 1.9（0.5）

合格者数 30（１） 11（１） 8 3 12 64（２）
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放射線取扱主任者試験 合格者

【第1種】（放射線技術科3年1名）
中谷 拓矢さん

【第2種】（放射線技術科3年3名、2年17名、1年1名）
江藤 純一郎さん	 桐島 宏美さん　靍 あかねさん
木嶋 貴史さん	 坂口 瑞生さん　里 　志織さん
白井 伶奈さん	 神宮 悠平さん　高橋 　周さん	
武 かおりさん	 武田 千春さん　田邊 彰子さん	
霍田 ゆにさん	 永留 悠暉さん　濱本 友里江さん	
原 真里香さん	 藤野 匡司さん　前田 和香菜さん	
松田 義貴さん	 峯脇 勇吉さん　森下 佳織さん	
宮川 千幹さん

[放射線取扱主任者とは]
　放射線業務従事者や一般公衆等に対して放射線障
害が起こらないように、放射性同位元素等の取り扱い
について監督を行います。一定数量以上の放射性同
位元素等を使用・保管する施設では、この免状を取得
した「放射線取扱主任者」を配置する必要があります。

川崎医療短期大学同窓会から表彰

　川崎医療短期大学同窓会（松丘会）が教育支援事業の一つとして
行っている「社会活動等に著しく優れた者に対する表彰」で、第１種放
射線取扱主任者試験に合格した中谷拓矢さん（放射線技術科３年次
生）が表彰され、12月３日に同窓会役員から記念品が授与されました。
心よりお祝い申し上げます。
　学生時代にこの国家試験に合格するにはかなりの努力が必要で、
日々の弛

たゆ

まない努力の結果と思います。今後の活躍を期待します。

推薦入試　　　　　　　　　　　　　　　　　  試験日：１１月26日（土）　合格発表：１2月2日（金）

看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募

募集人員 35 10 10 29 27 111

志願者数 38 40 29 45 8 7 25 8 71 127

志願倍率 2.2 2.9 4.5 0.5 1.2 1.8

合格者数 38 ９ 11 11 ８ ７ 25 ４ 71 42

※第２希望含む

※


